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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月22日(2016.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によってマルチソース多入力多出力通信を適用するための方法であって、
　前記基地局において、受信したブロック肯定応答フレームに基づいて支援する基地局の
ための変調およびコーディング方式を判断することと、
　ワイヤレス通信デバイスに送るためのデータを取得することと、
　前記支援する基地局に前記データの第２の部分を送ることと、
　前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を含む指示フレームを送る
ことと、
　前記支援する基地局に前記判断された変調およびコーディング方式を示す情報を送るこ
とと、
　空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記指示フレームが、送られるべきデータの識別子を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを介して前記
支援する基地局に送られる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介して前記支援
する基地局に送られる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送ることを求める要求を送ることをさ
らに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記指示フレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフレームとからなるグ
ループから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　支援する基地局によってマルチソース多入力多出力通信を適用するための方法であって
、
　前記支援する基地局において、受信したブロック肯定応答フレームに基づいて変調およ
びコーディング方式を判断することと、
　マルチソース多入力多出力通信の一部であるデータの第２の部分を受信することと、
　ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを受信することと、
　空間ストリームの第２のセット上で前記データの前記第２の部分の全部または一部を送
ることと
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記指示フレームが、送られるべきデータの識別子を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを介して受信
される、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介して受信され
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送ることを求める要求を受信すること
をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　マルチソース多入力多出力通信を適用するための基地局であって、
　前記基地局において、受信したブロック肯定応答フレームに基づいて支援する基地局の
ための変調およびコーディング方式を判断することと、ワイヤレス通信デバイスに送るた
めのデータを取得することと、前記支援する基地局に前記データの第２の部分を送ること
と、前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを
送ることと、前記支援する基地局に前記判断された変調およびコーディング方式を示す情
報を送ることと、空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送ること
とを行うマルチソース多入力多出力通信回路
　を備える、基地局。
【請求項１５】
　前記指示フレームが、送られるべきデータの識別子を備える、請求項１４に記載の基地
局。
【請求項１６】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項１４に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを介して前記
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支援する基地局に送られる、請求項１４に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介して前記支援
する基地局に送られる、請求項１４に記載の基地局。
【請求項１９】
　前記マルチソース多入力多出力通信回路が、前記データの前記第２の部分の全部または
一部を送ることを求める要求を送る、請求項１４に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記指示フレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフレームとからなるグ
ループから選択される、請求項１４に記載の基地局。
【請求項２１】
　マルチソース多入力多出力通信を適用するための支援する基地局であって、
　前記支援する基地局において、受信したブロック肯定応答フレームに基づいて変調およ
びコーディング方式を判断することと、マルチソース多入力多出力通信の一部であるデー
タの第２の部分を受信することと、ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレー
ムを受信することと、空間ストリームの第２のセット上で前記データの前記第２の部分の
全部または一部を送ることとを行うマルチソース多入力多出力通信回路
　を備える、支援する基地局。
【請求項２２】
　前記指示フレームが、送られるべきデータの識別子を備える、請求項２１に記載の支援
する基地局。
【請求項２３】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項２１に記載の支援する基地局。
【請求項２４】
　前記データの前記少なくとも一部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを介し
て受信される、請求項２１に記載の支援する基地局。
【請求項２５】
　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介して受信され
る、請求項２１に記載の支援する基地局。
【請求項２６】
　前記マルチソース多入力多出力通信回路が、前記データの前記第２の部分の全部または
一部を送ることを求める要求を受信する、請求項２１に記載の支援する基地局。
【請求項２７】
　命令を有する非一時的有形コンピュータ可読媒体を備える、マルチソース多入力多出力
通信を適用するためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令が、
　基地局に、ワイヤレス通信デバイスに送るためのデータを取得させるためのコードと、
　前記基地局に、支援する基地局に前記データの第２の部分を送らせるためのコードと、
　前記基地局に、前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指
示フレームを送らせるためのコードと、前記指示フレームは、送られるべきデータの識別
子と、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間と、送られるべき前記データを送信
すべき時間とを備え、
　前記基地局に、空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送らせる
ためのコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記命令が、前記基地局に、前記データの前記第２の部分の全部または一部を送ること
を求める要求を送らせるためのコードをさらに備える、請求項２７に記載のコンピュータ
プログラム製品。
【請求項２９】
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　前記指示フレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフレームとからなるグ
ループから選択される、請求項２７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３０】
　命令を有する非一時的有形コンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレスフィデリティー
規格に従って動作する支援するアクセスポイントにおいてマルチソース多入力多出力通信
を適用するためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令が、
　前記支援するアクセスポイントに、マルチソース多入力多出力通信の一部であるデータ
の第２の部分を受信させるためのコードと、
　前記支援するアクセスポイントに、ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレ
ームを受信させるためのコードと、
　前記支援するアクセスポイントに、空間ストリームの第２のセット上で前記データの前
記第２の部分の全部または一部を送らせるためのコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項３１】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項３０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３２】
　前記命令が、前記支援するアクセスポイントに、前記データの前記第２の部分の全部ま
たは一部を送ることを求める要求を受信させるためのコードをさらに備える、請求項３０
に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３３】
　マルチソース多入力多出力通信を適用するための装置であって、
　基地局において、受信したブロック肯定応答フレームに基づいて支援する基地局のため
の変調およびコーディング方式を判断するための手段と、
　ワイヤレス通信デバイスに送るためのデータを取得するための手段と、
　前記支援する基地局に前記データの第２の部分を送るための手段と、
　前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを送
るための手段と、
　前記支援する基地局に前記判断された変調およびコーディング方式を示す情報を送るた
めの手段と、
　空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送るための手段と
　を備える、装置。
【請求項３４】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送ることを求める要求を送るための手
段をさらに備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記指示フレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフレームとからなるグ
ループから選択される、請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　マルチソース多入力多出力通信を適用するための装置であって、
　支援する基地局において、受信したブロック肯定応答フレームに基づいて変調およびコ
ーディング方式を判断するための手段と、
　マルチソース多入力多出力通信の一部であるデータの第２の部分を受信するための手段
と、
　ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを受信するための手段と、
　空間ストリームの第２のセット上で前記データの前記第２の部分の全部または一部を送
るための手段と
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　を備える、装置。
【請求項３８】
　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力通信の持続時間を指定する、請求
項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送ることを求める要求を受信するため
の手段をさらに備える、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　データの前記第２の部分は、空間ストリームの第２のセットを介して前記支援する基地
局によって送られる、請求項１に記載の方法。
【請求項４１】
　データの前記第１の部分およびデータの前記第２の部分は、同じデータを含む、請求項
４０に記載の方法。
【請求項４２】
　データの前記第１の部分およびデータの前記第２の部分は、異なるデータを含む、請求
項４０に記載の方法。
【請求項４３】
　データの前記第１の部分は、マルチソース多入力多出力通信の一部である、請求項１に
記載の方法。
【請求項４４】
　前記支援する基地局のための前記変調およびコーディング方式は、空間ストリームの前
記第１のセットのために使用される変調およびコーディング方式とは異なる、請求項１に
記載の方法。
【請求項４５】
　前記受信されたブロック肯定応答フレームは、前記支援する基地局によって送られるメ
ディアアクセス制御プロトコルデータユニットに対応するシーケンス番号を有する、請求
項１に記載の方法。
【請求項４６】
　前記支援する基地局のための前記変調およびコーディング方式を判断することは、前記
支援する基地局から受信される予期される変調およびコーディング方式にさらに基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項４７】
　データの前記第２の部分は、メディアアクセス制御ヘッダおよび暗号を含む作成された
メディアアクセスプロトコルデータユニットを備える、請求項１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　[00123]特許請求の範囲は、上記に示した厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書で説明したシステム
、方法、および装置の構成、動作および詳細において、様々な修正、変更および変形が行
われ得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　基地局によってマルチソース多入力多出力通信を適用するための方法であって
、
　ワイヤレス通信デバイスに送信するためのデータを取得することと、
　支援する基地局に前記データの第２の部分を送ることと、
　前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を含む指示フレームを送る
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ことと、
　空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］　前記指示フレームが、送信されるべきデータの識別子を備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ３］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定す
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記支援する基地局のための変調およびコーディング方式を判断することをさ
らに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを介
して前記支援する基地局に送られる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介して
前記支援する基地局に送られる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送信することを求める要求を
送ることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記インジケータフレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフレ
ームとからなるグループから選択される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　基地局によってマルチソース多入力多出力通信を適用するための方法であって
、
　マルチソース多入力多出力送信の一部であるデータの第２の部分を受信することと、
　ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを受信することと、
　空間ストリームの第２のセット上で前記データの前記第２の部分の全部または一部を送
信することと
　を備える、方法。
［Ｃ１０］　前記指示フレームが、送信されるべきデータの識別子を備える、Ｃ９に記載
の方法。
［Ｃ１１］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］　変調およびコーディング方式を判断することをさらに備える、Ｃ９に記載の
方法。
［Ｃ１３］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを
介して受信される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介し
て受信される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送信することを求める要求
を受信することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１６］　マルチソース多入力多出力通信を適用するための基地局であって、
　ワイヤレス通信デバイスに送信するためのデータを取得することと、支援する基地局に
前記データの第２の部分を送ることと、前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイ
スの識別子を備える指示フレームを送ることと、空間ストリームの第１のセット上で前記
データの第１の部分を送信することとを行うマルチソース多入力多出力通信回路
　を備える、基地局。
［Ｃ１７］　前記指示フレームが、送信されるべきデータの識別子を備える、Ｃ１６に記
載の基地局。
［Ｃ１８］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ１６に記載の基地局。
［Ｃ１９］　前記マルチソース多入力多出力通信回路が、前記支援する基地局のための変
調およびコーディング方式を判断する、Ｃ１６に記載の基地局。
［Ｃ２０］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリンクを
介して前記支援する基地局に送られる、Ｃ１６に記載の基地局。
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［Ｃ２１］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介し
て前記支援する基地局に送られる、Ｃ１６に記載の基地局。
［Ｃ２２］　前記マルチソース多入力多出力通信回路が、前記データの前記第２の部分の
全部または一部を送信することを求める要求を送る、Ｃ１６に記載の基地局。
［Ｃ２３］　前記インジケータフレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフ
レームとからなるグループから選択される、Ｃ１６に記載の基地局。
［Ｃ２４］　マルチソース多入力多出力通信を適用するための基地局であって、
　マルチソース多入力多出力送信の一部であるデータの第２の部分を受信することと、ワ
イヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを受信することと、空間ストリーム
の第２のセット上で前記データの前記第２の部分の全部または一部を送信することとを行
うマルチソース多入力多出力通信回路
　を備える、基地局。
［Ｃ２５］　前記指示フレームが、送信されるべきデータの識別子を備える、Ｃ２４に記
載の基地局。
［Ｃ２６］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ２４に記載の基地局。
［Ｃ２７］　前記マルチソース多入力多出力通信回路が、変調およびコーディング方式を
判断する、Ｃ２４に記載の基地局。
［Ｃ２８］　前記データの前記少なくとも一部分と前記指示フレームとが、ワイヤードリ
ンクを介して受信される、Ｃ２４に記載の基地局。
［Ｃ２９］　前記データの前記第２の部分と前記指示フレームとが、電力線リンクを介し
て受信される、Ｃ２４に記載の基地局。
［Ｃ３０］　前記マルチソース多入力多出力通信回路が、前記データの前記第２の部分の
全部または一部を送信することを求める要求を受信する、Ｃ２４に記載の基地局。
［Ｃ３１］　命令を有する非一時的有形コンピュータ可読媒体を備える、マルチソース多
入力多出力通信を適用するためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令が、
　基地局に、ワイヤレス通信デバイスに送信するためのデータを取得させるためのコード
と、
　前記基地局に、支援する基地局に前記データの第２の部分を送らせるためのコードと、
　前記基地局に、前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指
示フレームを送らせるためのコードと、
　前記基地局に、空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送信させ
るためのコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］　前記命令が、前記基地局に、前記支援する基地局のための変調およびコーデ
ィング方式を判断させるためのコードをさらに備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ３４］　前記命令が、前記基地局に、前記データの前記第２の部分の全部または一部
を送信することを求める要求を送らせるためのコードをさらに備える、Ｃ３１に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ３５］　前記インジケータフレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフ
レームとからなるグループから選択される、Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム製品
。
［Ｃ３６］　命令を有する非一時的有形コンピュータ可読媒体を備える、マルチソース多
入力多出力通信を適用するためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令が、
　基地局に、マルチソース多入力多出力送信の一部であるデータの第２の部分を受信させ
るためのコードと、
　前記基地局に、ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを受信させるた
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めのコードと、
　前記基地局に、空間ストリームの第２のセット上で前記データの前記第２の部分の全部
または一部を送信させるためのコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３７］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ３６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］　前記命令が、前記基地局に、変調およびコーディング方式を判断させるため
のコードをさらに備える、Ｃ３６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］　前記命令が、前記基地局に、前記データの前記第２の部分の全部または一部
を送信することを求める要求を受信させるためのコードをさらに備える、Ｃ３６に記載の
コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４０］　マルチソース多入力多出力通信を適用するための装置であって、
　ワイヤレス通信デバイスに送信するためのデータを取得するための手段と、
　支援する基地局に前記データの第２の部分を送るための手段と、
　前記支援する基地局に前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを送
るための手段と、
　空間ストリームの第１のセット上で前記データの第１の部分を送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ４１］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］　前記支援する基地局のための変調およびコーディング方式を判断するための
手段をさらに備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４３］　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送信することを求める要求
を送るための手段をさらに備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４４］　前記インジケータフレームが、ユニキャストフレームとブロードキャストフ
レームとからなるグループから選択される、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４５］　マルチソース多入力多出力通信を適用するための装置であって、
　マルチソース多入力多出力送信の一部であるデータの第２の部分を受信するための手段
と、
　前記ワイヤレス通信デバイスの識別子を備える指示フレームを受信するための手段と、
　空間ストリームの第２のセット上で前記データの前記第２の部分の全部または一部を送
信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ４６］　前記指示フレームが、保留マルチソース多入力多出力送信の持続時間を指定
する、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］　変調およびコーディング方式を判断するための手段をさらに備える、Ｃ４５
に記載の装置。
［Ｃ４８］　前記データの前記第２の部分の全部または一部を送信することを求める要求
を受信するための手段をさらに備える、Ｃ４５に記載の装置。
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